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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の構造を有する式Ｉの選択的な送達分子であって；
【化１】

式中、
　Ｘは、マトリックスメタロプロテアーゼによって開裂可能なペプチドリンカーであり；
　Ａは、５の連続するグルタミン酸を含む配列を有するペプチドであり；
　Ｂは、８の連続するアルギニンを含む配列を有するペプチドであり；
　ｃＡ、ｃＢ、及びｃＭは各々独立して、アミノ酸であり；
　Ｍはポリエチレングリコール（ＰＥＧ）ポリマーであり；及び
　ＤＡ及びＤＢは、他のものと共にフォースター／蛍光共鳴エネルギー転移を受けること
ができる、１対のアクセプター及びドナーの蛍光部分であり；及び
ここで、［ｃＭ－Ｍ］は、Ａ又はＸ上の任意の位置にて結合され、［ＤＡ－ｃＡ］は、Ａ
上の任意のアミノ酸に結合され、［ｃＢ－ＤＢ］は、Ｂ上の任意のアミノ酸に結合される
ことを特徴とする、分子。
【請求項２】
　ｃＡ、ｃＢ、及びｃＭは各々独立して、Ｄ－システイン、Ｄ－グルタミン酸、リジン、
及びｐａｒａ－４－アセチルＬ－フェニルアラニンから選択されることを特徴とする、請
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求項１に記載の分子。
【請求項３】
　Ｘは、ＰＬＧＬＡＧ、ＰＬＧ－Ｃ（ｍｅ）－ＡＧ、及びＲＰＬＡＬＷＲＳから選択され
るアミノ酸配列を含むことを特徴とする、請求項１に記載の分子。
【請求項４】
　ＤＡ及びＤＢは、Ｃｙ５とＣｙ７、Ｃｙ５とＩＲＤｙｅ７５０、Ｃｙ５とＩＲＤｙｅ８
００、又はＣｙ５とＩＣＧであることを特徴とする、請求項１に記載の分子。
【請求項５】
　ＤＡ及びＤＢは、Ｃｙ５とＣｙ７であることを特徴とする、請求項４に記載の分子。
【請求項６】
　Ｍは、５００Ｄａ、１ｋＤａ、２ｋＤａ、５ｋＤａ、１０ｋＤａ、２０ｋＤａ、又は４
０ｋＤａの平均分子量を持つ多分散ＰＥＧポリマーであることを特徴とする、請求項１に
記載の分子。
【請求項７】
　式Ｉの分子が以下の構造を有することを特徴とする、請求項１に記載の分子。
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【化２】

【請求項８】
　必要とする個体における対象の組織を視覚化するための製品の製造における式Ｉの分子
の使用であって、該使用は：
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　ａ．個体における対象の組織に局在化する式Ｉの分子を個体に投与する工程であって、
【化３】

　式中、
　　Ｘは、マトリックスメタロプロテアーゼによって開裂可能なペプチドリンカーであり
；
　　Ａは、５の連続するグルタミン酸を含む配列を有するペプチドであり；
　　Ｂは、８の連続するアルギニンを含む配列を有するペプチドであり；
　　ｃＡ、ｃＢ、及びｃＭは各々独立して、アミノ酸であり；
　　Ｍはポリエチレングリコール（ＰＥＧ）ポリマーであり；及び
　　ＤＡ及びＤＢは、他のものと共にフォースター／蛍光共鳴エネルギー転移を受けるこ
とができる、１対のアクセプター及びドナーの蛍光部分であり；及び
　ここで、［ｃＭ－Ｍ］は、Ａ又はＸ上の任意の位置にて結合され、［ＤＡ－ｃＡ］は、
Ａ上の任意のアミノ酸に結合され、［ｃＢ－ＤＢ］は、Ｂ上の任意のアミノ酸に結合され
る、工程；及び
ｂ．造影剤の少なくとも１つを視覚化する工程
を含むことを特徴とする、使用。
【請求項９】
　組織は癌組織であることを特徴とする、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
　癌組織は、乳癌組織、結腸直腸癌組織、扁平上皮癌組織、前立腺癌組織、黒色腫組織、
又は甲状腺癌組織であることを特徴とする、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　個体から対象の組織を外科的に除去する工程を更に含むことを特徴とする、請求項８に
記載の使用。
【請求項１２】
　対象の組織を囲む外科的縁は減らされることを特徴とする、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　ｃＡ、ｃＢ、及びｃＭは各々独立して、Ｄ－システイン、Ｄ－グルタミン酸、リジン、
及びｐａｒａ－４－アセチルＬ－フェニルアラニンから選択されることを特徴とする、請
求項８に記載の使用。
【請求項１４】
　Ｘは、ＰＬＧＬＡＧ、ＰＬＧ－Ｃ（ｍｅ）－ＡＧ、及びＲＰＬＡＬＷＲＳから選択され
るアミノ酸配列を含むことを特徴とする、請求項８に記載の使用。
【請求項１５】
　ＤＡ及びＤＢは、Ｃｙ５とＣｙ７、Ｃｙ５とＩＲＤｙｅ７５０、Ｃｙ５とＩＲＤｙｅ８
００、又はＣｙ５とＩＣＧであることを特徴とする、請求項８に記載の使用。
【請求項１６】
　式Ｉの分子が以下の構造を有することを特徴とする、請求項８に記載の使用。
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【化４】
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